
 

 

 

 

 

 

2020年に向けた 

社会教育・コミュニティ活動の活性化 
―学びによるまちづくりのチャンス！              

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを活かす視点― 

現在、さまざまな分野で、「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」に向けた取り組みがスタートし、その準備を各自治体でど

のように進めていくのか、検討が始まっています。オリンピック・パラリンピックは、単に世界的なスポーツイベントというだけではなく、

これからの自治体のまちづくりやコミュニティ活性化に向けた最大のチャンスでもあります。これを生涯学習・社会教育・スポーツ 

振興、文化・コミュニティ・市民活動支援等の各分野でどう活かせるのか、さまざまな視点から考えたいと思います。 

[講師 1]  望月
もちづき

 敏夫
と し お

 元駐ギリシャ大使・日本オリンピックアカデミー(JOA)理事 
プロフィール：東京大学卒業後外務省に入り、フランス、中国、米国、ギリシャ等で勤務後、外務 

省参与を経て 2016年及び 2020 年東京五輪招致活動に従事。また日本障がい者スポーツ 

協会及び日本パラリンピック委員会評議員、早稲田大学大学院客員教授等として活動中。 
 

[講師 2]  萩元
はぎも と

 直樹
な お き

 東京都オリンピック・パラリンピック準備局総合調整部連携推進課事業推進担当 
プロフィール：2007年小平市役所入庁。前職で中央公民館にて生涯学習事業担当として活躍。2015年より東京都派遣。 

[日 時]  2016年 7月 15日（金）14：00～16：45 

[会 場]  国立市公民館 地下ホール ※JR国立駅南口より徒歩約 5分、裏面地図参照 

大熊一夫さんが 

三鷹にやってくる！ 

主催：メンタルヘルス研究会 一期一得

る 

主催：東京都公民館連絡協議会（都公連） 

【都公連公開研修】 

社会教育（公民館・図書

館・博物館等）、生涯学習、

スポーツ、文化等の関係職員

向け ※参加費無料 

 

参加対象者 社会教育（公民館・図書館・博物館等）、生涯学習、スポーツ、文化、地域振興、

市民協働、ボランティア、観光、産業振興等の担当部署の職員及び付属機関等の関係者    

定員 ５０名（上記部署等へ幅広くご周知いただけますよう、ご協力よろしくお願いします）           

申込方法 別紙研修通知文書参照の上、７月１３日（水）までにお申し込みください。        

申込・問合せ先 国立市公民館（井口）  ☎042-572-5141  FAX042-573-0480 



 

〈研修会場へのアクセス〉 

JR中央線・国立駅南口から徒歩５分程度 

（東京都国立市中１－１５－１） 

 

 


